別紙２

　　　　冷凍施設製造計画書　（可燃性ガス及び毒性ガス冷媒以外の例）
１　製造の目的
	種類
	製氷
	冷蔵
	冷凍
	冷房・暖房
	化学用
	試験・研究
	その他（　　）

	用途
	


２　製造設備の種類

	 定置式 ・ 移動式
	直接膨張式

間　接　式
ブライン（　　）
	(　)段圧縮式
	往復動式
回転式
ｽｸﾘｭー式
遠心式
吸収式
	水 冷 式

	ユニット型
	
	(  )元冷凍式
	
	空 冷 式

	非ユニット型
	
	ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ式
	
	蒸 発 式


３　１日の冷凍能力
　　　　　　　　　　　　トン　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計算書は別紙　　に示す。

　　各冷凍機毎及び合計の冷凍能力を記載する。合算する場合は、その理由も記載する。
４　製造設備の明細

　(1) 要目　　　
	番号
	
	

	型式
	
	

	冷媒ガスの種類
	
	

	基準凝縮温度（℃）
	
	

	許容圧力

（㎫）
	高圧部
	
	

	
	低圧部
	
	

	備考
	
	


　(2) 圧縮機の性能

	番号
	
	
	
	

	型式
	
	
	
	

	圧縮機の種類
	
	
	
	

	気筒内径（㎜）
	
	
	
	

	行程（㎜）
	
	
	
	

	気筒数
	
	
	
	

	ピストン押のけ量（㎥/ｈ）
	
	
	
	

	原動機定格出力（㎾）
	
	
	
	

	１日の冷凍能力（トン）
	
	
	
	

	製造所名
	
	
	
	

	製造年月日
	
	
	
	

	
	安全弁
	口径(mm)
	
	
	
	

	
	
	吹出し圧力(㎫)
	
	
	
	

	
	
	材料
	
	
	
	

	
	高圧遮

断装置
	作動圧力

(㎫/㎠)
	
	
	
	

	備考
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　(3) 高圧部容器　　

　　①　凝縮器

	番号
	
	

	型式
	
	

	設計圧力(㎫)
	
	

	設計温度(℃)
	
	

	シェル型
	外径×長さ×胴板厚×
	鏡板厚

管板厚
	(mm)
	
	

	
	内容積（L）
	
	

	
	鏡板、管板の形状
	
	

	
	材料（胴板・
	鏡板

管板
	）
	
	

	コイル型
	管の外(mm)×列数×段数×管の長さ(mm)
	
	

	
	管の材質
	
	

	製造所名
	
	

	製造年月日
	
	

	安全装置
	種類
	
	

	
	口径(mm)
	
	

	
	吹出し圧力(㎫)又は溶融温度（℃）
	
	

	
	材料
	
	

	
	備考
	
	


　　②　その他容器

	容器の種類
	
	
	
	
	

	番号
	
	
	
	
	

	型式
	
	
	
	
	

	設計圧力(㎫)
	
	
	
	
	

	設計温度(℃)
	
	
	
	
	

	外径×長さ×

胴板厚×鏡板厚(mm)
	
	
	
	
	

	内容積（L）
	
	
	
	
	

	鏡板の形状
	
	
	
	
	

	材料（胴板・鏡板）
	
	
	
	
	

	製造所名
	
	
	
	
	

	製造年月日
	
	
	
	
	

	安全装置
	種類
	
	
	
	
	

	
	口径(mm)
	
	
	
	
	

	
	吹出し圧力(㎫)

又は溶融温度（℃）
	
	
	
	
	

	
	材料
	
	
	
	
	

	
	備考
	
	
	
	
	


　　③　配管、止め弁及び自動制御弁

	区分
	設計圧力(㎫)
	設計温度(℃)
	材料

	高圧部
	
	
	

	低圧部
	
	
	


２

　
　④自動制御装置

	　種　　　類
	　有　無
	作動圧力（㎫）
	
	　有　無

	高圧遮断装置
	
	
	凍結防止装置
	

	低圧遮断装置
	
	
	断水保護装置
	

	油圧遮断装置
	
	
	送風機連動装置
	

	過負荷保護装置
	
	　　　―
	加熱防止装置
	


５　耐圧、気密等の性能

　(1) 材料試験等、耐圧試験及び気密試験証明書　　　（別添　　　　　　　、許可後に提出）

　(2) 冷凍用圧縮機耐圧試験気密試験証明書　　　　　（別添　　　　　　　、許可後に提出）

　(3) 機器試験合格証明書　　　　　　　　　　　　　（別添　　　　　　　、許可後に提出）

６　製造施設の位置及び付近の状況　　　　別図　　　に示す。

７　製造施設の構造及び製造設備の位置　　別図　　　　　　　に示す。

８　製造施設の状況

	(1) 火気等の状況
	引火性、発火性の物をたい積した場所
	　無
	
	

	
	
	　有
	種類、量
	

	
	
	
	冷媒設備からの距離（ｍ）
	

	
	火　　　　気
	　無
	―

	
	
	　有
	火気の種類（伝熱面積㎡）
	

	
	
	
	冷媒設備からの距離ｍ）
	

	
	
	
	防火壁又は温度上昇防止措置の有無及び種類
	無
	

	
	
	
	
	有
	種類
	

	(2) 警戒表
	表示事項
	

	(3) 振動、衝撃、腐食により冷媒ガスが漏えいしない構造
	振止め

可撓管

防振装置（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	
	突出部等の防護装置
	

	
	防食措置
	塗装、その他（　　　　　　　　　）

	(4) 耐震設計
	凝縮器（たて置き円筒形で胴部長さ５ｍ以上）
	無
	

	
	
	有
	計算書は別紙　　　のとおり

	
	受液器（内容積５、０００Ｌ以上）
	無
	

	
	
	有
	計算書は別紙　　　のとおり

	(5)圧力計
	区分
	取付個所
	最高目盛(㎫)
	個数

	
	高圧部
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	低圧部
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	圧縮機潤滑油
	
	
	

	(6) 受益器の

　　液面計
	液面計の種類
	

	
	ガラス管液面計の破損防止措置
	

	(7) バルブ
	開閉方向明示
	　有　　無
	操作空間・照度
	　　　適　　　否

	(8) 安全弁元弁
	御操作防止措置
	
	表示
	

	(9) 日常点検
	

	(10)修理等
	冷凍則第9条第3号の基準を遵守する。

	(11)バルブの操作
	過大な力の防止(手動、適切なハンドル回しを使用)


３

